


〈特集〉 

おいしい

イチゴを

届けたい

杉山  智 さん

管
内
で
15
年
ぶ
り
の
栄
冠

杉
山
さ
ん
は
初
の
農
林
水
産
大
臣
賞

し
い
た
け
品
評
会
で
連
覇

産
地
の
存
在
感
示
す

静
岡
県
農
業
会
館
で
開
か
れ
た
「
第
35

回
静
岡
県
い
ち
ご
果
実
品
評
会
」
は
、
県

内
Ｊ
Ａ
か
ら
紅
ほ
っ
ぺ
、
き
ら
ぴ
香
、
章

姫
の
１
１
６
点
（
J
A
掛
川
市
か
ら
は
９

点
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
技
術
研

究
所
や
市
場
の
代
表
ら
が
、
外
観
（
形

状
、
色
沢
、
玉
ぞ
ろ
い
、
詰
め
方
、
傷
・

痛
み
）
、
内
容
（
食
味
、
肉
質
）
、
糖
度

を
審
査
し
た
結
果
、
杉
山
智
さ
ん
（
粟

本
）
が
金
賞
１
席
、
農
林
水
産
大
臣
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
杉
山
さ
ん
の
受
賞
は
初

め
て
で
、
管
内
で
の
金
賞
１
席
は
、
平
成

21
年
の
萩
田
知
博
さ
ん
（
第
20
回
）
以
来

15
年
ぶ
り
で
す
。

杉
山
さ
ん
が
出
品
し
た
品
種
は
「
紅

ほ
っ
ぺ
」
で
、
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

い
、
粒
ぞ
ろ
い
が
良
く
イ
チ
ゴ
ら
し
い
形

の
も
の
を
厳
選
で
き
た
こ
と
が
結
果
に
つ

な
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
受
賞
を
聞
い

て
驚
い
た
が
、
例
年
よ
り
候
補
と
な
る
粒

が
多
く
期
待
は
あ
っ
た
。
１
番
に
な
る
の

は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
こ
と
だ
」
と
喜
び

を
口
に
し
ま
す
。

平
成
14
年
に
就
農
し
た
杉
山
さ
ん
は
、

現
在
25
ａ
の
ハ
ウ
ス
で
紅
ほ
っ
ぺ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
特
に
味
に
こ
だ
わ
り
を
持

ち
、「
食
味
は
毎
年
向
上
し
て
い
て
、
今

年
の
イ
チ
ゴ
は
甘
く
て
コ
ク
が
あ
る
」
と

話
し
ま
す
。
２
月
に
は
、
皇
室
へ
の
献
上

も
予
定
し
て
い
て
、「
皆
さ
ん
に
お
い
し

い
イ
チ
ゴ
を
届
け
て
い
き
た
い
」
と
今
後

へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

東
山
地
区
の
生
産
者
が
経
営
す
る
合
同

会
社
い
っ
ち
ょ
や
ら
ざ
あ
は
、
「
第
35
回

静
岡
県
生
し
い
た
け
品
評
会
」
菌
床
栽
培

の
部
で
最
高
賞
と
な
る
優
等
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
社
の
受
賞
は
、
昨
年
に
続
き
２

回
目
と
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
に
設
立
し
た
同
社
は
、
萩
原

雅
弘
さ
ん
、
松
浦
永
治
さ
ん
、
平
井
誠
さ

ん
、
田
辺
啓
介
さ
ん
の
４
名
が
茶
９
・
３

ha
や
シ
イ
タ
ケ
１
万
４
、０
０
０
菌
床
、

レ
モ
ン
32
ａ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

法
人
化
に
よ
り
、
統
一
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
管
理
が
特
徴
で
す
。

同
品
評
会
で
は
、
１
次
審
査
で
病
害
虫

の
有
無
を
確
認
し
、
合
格
し
た
も
の
が
２

次
審
査
で
か
さ
や
ひ
だ
、
柄
の
形
状
、
色

沢
な
ど
を
基
準
に
競
い
合
い
ま
す
。
そ
の

後
、
上
位
の
出
品
物
を
最
終
審
査
し
、
順

位
が
決
定
し
ま
す
。

２
年
連
続
と
な
っ
た
受
賞
に
つ
い
て
、

か
さ
の
大
き
さ
や
色
、
そ
ろ
い
具
合
が
優

れ
て
い
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と

い
い
ま
す
。
「
出
す
か
ら
に
は
上
を
目
指

し
た
い
と
思
い
、
よ
り
気
合
を
入
れ
た
。

収
穫
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
水
や
り
な
ど
の
管

理
の
部
分
を
意
識
し
た
。
連
覇
は
な
か
な

か
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
う
れ
し

い
。
力
が
つ
い
て
い
る
証
拠
だ
」
と
４
名

は
話
し
ま
す
。

同
品
評
会
で
１
つ
だ
け
選
ば
れ
る
農
林

水
産
大
臣
賞
の
受
賞
が
当
面
の
目
標
と
い

い
、
「
３
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
す
。

高品質な掛川産お茶のほかにも、掛川には自慢の農産物がいっぱい。
１２月に開かれた品評会で１位になったイチゴとシイタケの生産者に
話を聞きました。

イチゴ
H i G H  Q u a l i t y !連覇は

力がついている

証拠

シイタケ
H i G H  Q u a l i t y !

金賞１席〈農林水産大臣賞〉Congratulation !いっちょやらざあ 優等〈林野庁長官賞〉Congratulation !

第35回
静岡県いちご果実品評会

静岡県農業会館
出品数 116点

金賞１席〈農林水産大臣賞〉
杉山 智（粟本）・紅ほっぺ

銀　賞
掛川中央茶業（株）（上内田）
・紅ほっぺ
萩田祐太郎（和田岡）・きらぴ香

銅　賞
佐々木成彦（上内田）・紅ほっぺ
平井祐弥（東山）・紅ほっぺ

（敬称略）

管内から
９点中５点が入賞！Check!

この

ラベルが目印！

お茶だけじゃない！

いっちょやらざあが出荷する生し
いたけのラベル。オリジナルキャ
ラクターの「足　旨治郎（あしまで
うまじろう）」は、「シイタケの軸
の部分を捨てる人が多いが、おい
しく食べられることを知ってほし
い」と命名しました。赤いラベル
は大きくて肉厚なも
の、金のラベル
はうまみ、食
感、香りに特
化した希少
なものと、２
種類を販売し
ています。
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〈特集〉 

ＷＡＧＵＲＩ（和栗）を

世界に発信する

ために

着
々
と
進
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生
産
振
興
に
も
注
力

出
荷
２
年
目
を
迎
え
る
新
品
目

産
地
化
に
向
け
て

令
和
４
年
に
本
格
始
動
し
た

「
遠
州
・
和
栗
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
管

内
で
大
き
な
注
目
を
集
め
る
の

が
栗
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

遠
州
地
域
を
中
心
と
し
た
企
業

や
団
体
が
、
栗
の
生
産
振
興
な

ど
を
通
じ
て
「
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｉ

（
和
栗
）」を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

そ
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す

る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、生
産
者
や
行
政
、民
間

企
業
、
教
育
機
関
が
連
携
し
、

技
術
の
共
有
や
作
業
の
効
率

化
、
品
質
向
上
な
ど
多
角
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
J
A
は
、
主
に
生
産

振
興
や
栽
培
支
援
の
役
割
を
担

い
ま
す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま

で
、
５
回
の
栽
培
講
習
会
を
実

施
し
、
生
産
者
の
技
術
向
上
に

取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、耕
作

し
て
い
な
い
土
地
へ
の
栽
培
推

進
や
補
助
金
の
活
用
を
支
援
す

る
な
ど
、
栽
培
を
始
め
や
す
い

環
境
作
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
J
A
栗
部
会
は
作
付

面
積
約
９
ha
で
、
新
規
生
産
者

は
30
名
程
増
加
し
て
い
ま
す
。

２
月
に
は
協
議
会
が
設
立
す
る

な
ど
、
今
年
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
更
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

茶
の
複
合
作
物
と
し
て
期
待

さ
れ
る
レ
モ
ン
は
、
昨
年
度
初

め
て
の
市
場
出
荷
を
行
い
ま
し

た
。
２
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、
１
月
下
旬
ま
で
に
約
５
０

０
㎏
を
出
荷
。
協
議
会
の
設
立

か
ら
４
年
目
で
、
よ
う
や
く
産

地
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

レ
モ
ン
は
、
年
間
の
平
均
気

温
が
16
℃
以
上
で
温
度
差
が
少

な
く
、
日
照
量
が
豊
富
な
土
地

に
向
い
た
作
物
で
す
。
冬
の
最

低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
を
下

回
る
こ
と
が
な
く
、
冷
気
が
滞

留
せ
ず
寒
風
が
当
た
り
に
く
い

場
所
が
適
地
と
な
り
ま
す
。
寒

風
対
策
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
管
内
で
も
十
分
に
栽

培
が
可
能
で
、
令
和
３
年
か
ら

の
４
年
間
で
約
90
ａ
か
ら
約

２
・
５
ha
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
新
植
用
の
補
助
金
を
使
う

こ
と
で
、
苗
代
や
未
収
益
期
間

が
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
も
魅
力

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

栽
培
講
習
な
ど
に
加
え
、
今

後
は
卸
業
者
や
小
売
店
と
の
商

談
を
進
め
る
な
ど
、
Ｊ
Ａ
主
体

に
よ
る
産
地
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

期待の掛川産お茶との複合経営作物として、有望な品目の選定が課題となって
います。
新規で取り組みやすい栗とレモンをご紹介します。

　栗
E X P E C T A T I O N !

レモン
E X P E C T A T I O N !

今

注目を集める

柑橘

手厚くサポート！

お茶だけじゃない！

木が強く、大抵の場所で栽培できる

土壌はpH5～5.5程度と転換しやすい

年間の作業時間が少ない（約70～90時間）

収穫までの期間が短く、収入を得やすい

防除などの費用がほかの作物に比べて安い

リスボン
ポルトガル原産で、代表
的な品種。香り、酸味が強
い。レモンの中では耐寒
性があり、管内でも半数
以上がこの品種。

ユーレカ
リスボンとともにレモン
の主要品種。香りの良さ
と強い酸味が特徴。耐寒
性がやや低いものの、ト
ゲが少ない。

マイヤー
オレンジとの自然交雑種。
小ぶりで丸みがある。完
熟するとオレンジ色に近
づき、甘みが感じられる。

璃の香
農研機構が育成した品種
で、リスボンと日向夏の交
雑種。果実が大きく、果汁
が多くまろやかな酸味。

特徴ある品種

ちょっと豆知識

流通しているレモンにもいくつかの品種があ
り、それぞれに特徴があります。管内で生産
されている品種を紹介します。

令和６年度開催の講習会

栗栽培のメリット

剪定収穫

作業ピーク作業ピーク

春肥 夏肥 秋肥
病害虫防除

春肥

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月4月

栗作業スケジュール

収穫摘果

作業ピーク

施肥 施肥 施肥
病害虫防除

せん定
施肥
せん定

病害虫防除 病害虫防除 病害虫防除

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月4月

レモン作業スケジュール

7月 新規植え付け

8月 夏期せん定

11月 新規植え付け

1月 成木せん定
若木せん定

2月 新規栽培者　※予定

★栗栽培に興味のある方はご連絡ください　〈お問い合わせ〉 JA営農課　☎0537-20-0809  吉政、水野まで★レモン栽培に興味のある方はご連絡ください　〈お問い合わせ〉 JA営農課　☎0537-20-0809  小嶋まで
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